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川崎市における
地域包括ケアシステムの構築
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地ケアの取組の方向性（ロードマップ）
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第２段階
（システム構築期）

第３段階
（システム進化期）

第１段階
（土台づくり）

• 地域の各主体が、それぞれの役割に応じて
具体的に行動できるようになることを目指す

• 推進ビジョンの考え方の普及
• 地域みまもり支援センターの設置・事業推進
• 地区カルテの作成等による地域資源の見える化

2025
年度まで

2017
年度まで

• 今後の社会変容（デジタル化・スマート化等）を意識しながら、
取組を進めていく。

• 今後見込まれる医療・介護ニーズの増大・多様化を見据え、予
防的な視点を重視し、民間企業等も含めた地域の多様な主体
による、誰一人取り残さない包括的な支援体制づくりを進める。

現在

2040年
を視野に



課題

住民の意識低下が懸念されて
いる

町内会をはじめ、地域団体の
加入者数が低下している

担い手の固定化・高齢化により
担い手である既存の地域活動
団体が疲弊している

介護・福祉事業所等の専門職
を含む人材不足の加速が懸念
される
ケース増加が見込まれ、行政
を中心とした対応の持続可能
性に課題
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地域と専門支援機関、専門支
援機関同士のネットワークの
充実が必要

地域包括ケアシステム第２段階における課題
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地域包括ケアシステム第３段階に向けたポイント

予防的な視点を重視
資源の充実に向けた他分野連携、民間連携の強化
早期に支援につながる地域をめざした 地域や専門機関のネット
ワークの強化

連絡協議会においても、今後はより具体的な取組創出に向けた
実施方法を模索していきます。
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「人生１００年時代に備える地ケアフェア」について




